
日本緩和医療「薬」学会 市民公開講座 

 

(1) 実施日時：2009 年 10 月 18 日（日） 14:00～16:00 

(2) 場所：タワーホール船堀 東京都江戸川区船堀 4-1-1 

(3) タイトル： 

がんと向き合うためのがん治療と緩和ケア ～ココロとカラダの痛みをやわらげ

る医療を目指して～ 

(4) プログラム： 

1) 開会の挨拶・オレンジバルーン・プロジェクトの紹介 14:00 – 14:10 

谷古宇 秀 先生（東京女子医科大学東医療センター 薬剤部長） 

2) パネラーによるプレゼンテーション 

■ 看護師の立場としてのプレゼンテーション 14:10 – 14: 25 

 “ 知って得する「がんと緩和ケア」 ” （がん関連 基本情報の概論 ） 

 中村めぐみ 先生（聖路加国際病院 がん看護専門看護師） 

■ 医師の立場としてのプレゼンテーション 14:25 – 14:40 

 “ 伝えてください、あなたの痛み ”（ 痛み治療の実際：仮案 ） 

 有賀 悦子 先生（帝京大学医学部 内科学講座 緩和医療科 准教授） 

■ 薬剤師の立場としてのプレゼンテーション 14:40 – 14:55 

 “正しく使おう「医療用麻薬」 ～ 薬剤師からの発信 ～” 

 （緩和ケアにおける薬剤師の役割や今後の啓発展開の提言 ） 

  中西 弘和 先生（同志社女子大学 医療薬学科 准教授、 

  京都桂病院薬剤科 顧問） 

3) 休憩 （机の配置転換） 14:55 – 15: 10 

4) パネルディスカッション&ディスカッションのまとめ 15:10 – 15:50 

5) 閉会の挨拶 15:50 – 16:00 

明石 貴雄 先生（東京医科大学病院 薬剤部長） 

(5) 聴講者人数：180 人（参加無料） 

(6) 画像 

   



  
 

(7) 当日の模様 

 薬剤師さんの方からの「がん緩和ケア・疼痛治療」という立場から市民の方々へ

の情報発信が行われました。特にがん疼痛治療は医療用麻薬を基本とした治療法で

あることから、「顔の見える薬剤師」、「チーム医療に参加している薬剤師」、「薬剤

師の立場からの啓発拡大の宣言」が行なわれました。 

 オレンジバルーンという共通した「がん緩和ケア」のシンボルの広報も積極的に

行なわれ、グッズもほとんど市民の方々が持って帰られました。 

(8) 案内リーフレット（チラシ） 

http://cancernet.jp/eve/0910_jpps.pdf 

 

以上 

 

http://cancernet.jp/eve/0910_jpps.pdf


厚生労働省委託 緩和ケア普及啓発事業厚生労働省委託 緩和ケア普及啓発事業

日本緩和医療日本緩和医療薬薬学会年会学会年会  市民公開講座市民公開講座

がんと向き合うためのがんと向き合うための

～ ココロとカラダの痛みを～ ココロとカラダの痛みを
やわらげる医療をめざして ～やわらげる医療をめざして ～

日時： 2009年日時： 2009年1010月月1818日(日)　日(日)　14:00 ～16:0014:00 ～16:00

場所: 場所 : タワーホール船堀タワーホール船堀 東京都江戸川区船堀4-1-1 東京都江戸川区船堀4-1-1

オレンジバルーン ・ プロジェクト ： Orange Balloon Projectオレンジバルーン ・ プロジェクト ： Orange Balloon Project

中西 弘和 先生中西 弘和 先生 同志社女子大学 薬学部 准教授同志社女子大学 薬学部 准教授

中村めぐみ 先生中村めぐみ 先生　　聖路加国際病院 がん看護専門看護師聖路加国際病院 がん看護専門看護師

有賀 悦子 先生有賀 悦子 先生　　 帝京大学医学部　内科学講座　帝京大学医学部　内科学講座　
緩和医療科　准教授緩和医療科　准教授

プログラムプログラム

主催 ： 日本緩和医療薬学会

がん治療と緩和ケアがん治療と緩和ケア

1. 知って得する 「がんと緩和ケア」1. 知って得する 「がんと緩和ケア」
簡単な知識で十分です。 がんになる前から、 がんになったとしても ・ ・ ・ 。簡単な知識で十分です。 がんになる前から、 がんになったとしても ・ ・ ・ 。

2. 伝えてください。 あなたの痛み2. 伝えてください。 あなたの痛み
がんの痛みを取る治療法は既に確立しています。 知っていると安心できる情報です。がんの痛みを取る治療法は既に確立しています。 知っていると安心できる情報です。

3. 正しく使おう 「医療用麻薬」　～薬剤師からの発信～3. 正しく使おう 「医療用麻薬」　～薬剤師からの発信～
私たち薬剤師も、 「がんの痛み治療」 普及活動を積極的に推進します。私たち薬剤師も、 「がんの痛み治療」 普及活動を積極的に推進します。

参加費無料

※入場は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。詳しくは裏面へ。※入場は無料ですが、事前のお申し込みが必要です。詳しくは裏面へ。

京都桂病院 薬剤科 顧問京都桂病院 薬剤科 顧問



厚生労働省委託 緩和ケア普及啓発事業厚生労働省委託 緩和ケア普及啓発事業

オレンジバルーン ・ プロジェクト ： Orange Balloon Projectオレンジバルーン ・ プロジェクト ： Orange Balloon Project

がんと向き合うためのがん治療と緩和ケアがんと向き合うためのがん治療と緩和ケア

市民公開講座 日時： 2009 年 10 月 18 日 ( 日 )　14:00 ～ 16:00

ごぞんじですか？

「がん」の 60% は治る時代になったことを。

仮に「がん」になったとしても、早くみつけて　痛みを取って　早く治す。

がんと向き合う・うまく付き合うために、あなたらしい生活に近づけるための

痛み治療があることを。がんの痛みの多くは、取ることができることを。

「がんの痛み治療」の存在を知っているだけで、あなたが、あなたの大切な人が

「がん」になったとしても、「がん治療」と「痛み治療」の情報を同時に

本やインターネットで調べれば多くの知識を得ることができます。

むずかしい知識は、がんと向き合わなければならない時に集めればいいと思います。

この市民公開講座では、そんな簡単で役に立つ情報をお届けします。

薬剤師の緩和ケア・痛み治療に対する取り組みもご紹介します。

申し込み方法申し込み方法 会場へのアクセス会場へのアクセス
下記いずれかの方法でお申し込みください。

① ホームページからの申し込み① ホームページからの申し込み
http://cancernet.jp/eve.html

② メールでの申し込み② メールでの申し込み

1018kanwayaku@cancernet.jp

03-5840-6073
③ ファックス③ ファックス ( パソコンをお持ちでない方 )

〒 113-0033 東京都文京区本郷 3-2-7

御茶ノ水サニービル 5 階

お申し込み締め切り： 

※ 定員（700 名）になり次第締め切らせていただきます。

10 月 16 日（金）17:0010 月 16 日（金）17:00 まで

④ 往復はがき④ 往復はがき ( パソコンをお持ちでない方 )

下記必要事項を記入してお申し込みください下記必要事項を記入してお申し込みください

● 「10 月 18 日市民公開講座申し込み」

● 氏名（フリガナ）

● 立場
     （患者・家族・医師・行政関係・医療者・

      製薬／医療機器関係・メディアなど）

● 連絡先
     （メールアドレス、FAX 番号、電話番号、 住所のいずれか）

主催 ： 日本緩和医療薬学会

・新宿駅より「都営新宿線」にて本八幡方面
　へ約30分。船堀駅下車、徒歩約1分。 

・東京駅より「JR総武快速線」馬喰町駅
　にて乗換。馬喰横山駅から「都営新宿線」で
　船堀駅下車、徒歩約1分。

お問い合わせ：お問い合わせ：

市民公開講座運営事務局（祝日を除く
月～金 10:00～17:00まで） 
住所：

113-0033 東京都文京区本郷3-2-7

御茶ノ水サニービル5階

Tel: 03-5840-6072, Fax: 03-5840-6073

e-mail: info@cancernet.jp
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